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1本市の介護体制について 

 

【質問趣旨】 

2021 年の介護保険法改正で

は「自立支援・重度化防止の

取組の推進」を柱の一つとし、

機能訓練による成果に対し加

算を設けるなど改訂された。

高齢化がピ－クとなる 2025

年も迫り、介護予防と自立支

援、重度化防止は引き続き大

きな課題と考える。また、新

型コロナウイルス感染拡大の

長期化は高齢者の身体機能に

大きく影響を及ぼしていると

考えることから今後、効果的

な事業の推進を図る必要があ

る。そこで本市の取り組みに

ついて伺う。 

 

 

 

（1）コロナ禍におけるサ－

ビス提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①令和 3年度の介護報酬改定では、感染症対策の強化として、全サ－ビスを対象に 

指針の整備、研修や訓練の実施などが義務化された。これについては 3年の 

経過措置期間が設けられているが、収束が見えないコロナ禍の今、各事業所は 

感染症が発生した場合を想定し、一定の対応については早急に備える必要が 

あると考えるが現状を伺う。 

 

②介護施設は医療機関と同様に感染症対策が必要と考える。感染と拡大を防ぐため

には根拠に基づいた正確な情報提供や医療用ガウン・グロ－ブなどの防護具も必

要となるが支援について伺う。 

 

③高齢者のワクチン接種は始まったものの、多くの介護職員は未接種である。 

今後、介護事業所において体調に心配のある職員や感染した職員の欠勤等による

人員不足、事業所自体の閉鎖などにより、サ－ビス提供が困難となることも予想

される。利用者をケアするための事業者間や医療機関との連携によるバックアッ

プ体制について伺う。 

 

④介護サ－ビスの提供において、感染症対策を優先しすぎるとサ－ビスの制限に 

繋がり、利用者である高齢者の身体機能が低下することも想定される。 

サ－ビス提供を維持しながら感染防止対策に取り組むバランスについて、どの 

ような見解か伺う。 
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（２）介護予防の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①介護予防・日常生活支援総合事業において、要支援者やチェックリスト対象者の

認定区分の変化や身体状況への改善効果について伺う。 

 

②介護予防は、市民にとって自立した生活や社会参加へと繋がる。また将来の介護 

需要の抑制は持続可能な保険制度、適正なサ－ビス提供にも繋がると考える。 

介護予防施策は非常に重要であるが、効果的に機能させるのは難しいと考えるが

本市の介護予防の課題と強化について見解を伺う。 

 

③本市では口腔ダンス動画の作成や「健康カレッジ」「ワンコイントレ－ニング」 

「地域サロン等応援事業」では口腔ケアや栄養改善など出前講座も実施して介護

予防を推進している。しかし、多くの市民に介護予防や重度化防止への取り組み

を効果的で継続可能なものとするためには、個々の意欲が欠かせないと考える。 

意欲の向上についてどのような工夫を行っているか見解を伺う。 

 

④長引くコロナ禍により外出機会や人との関わりが減少し、高齢者の身体機能が 

低下することは、今後の介護サ－ビス利用の増加に繋がると考える。このため 

自主的な運動やこまめに身体を動かすことなどの介護予防を意識した生活を、 

これまで以上に積極的に促していくための今後の展開について見解を伺う。 
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（３）ケアマネジメントにつ

いて 

 

 

①ケアプランは利用者ごとに身体機能の状態や生活環境も含め、自立を助けるため 

に必要なサ－ビスを組んだ「介護計画書」であり、これに基づきサ－ビス提供が

される。本市が実施している「ケアプラン点検」では事前に提出されたプランを

介護支援専門員等とともに検証を行っているが「自立支援」に資する適正なプラ

ンとはどのような基準で判断しているか伺う。 

 

②本市では平成２１年度から取り組んできた「ケアプラン点検」。その結果から見え

てきた傾向や課題について伺う。 

 

③ケアプラン作成では利用者の状態に合わせ、介護予防・自立支援・重度化防止を 

目的とした効果的なサービスをどう組み合わせるか、介護支援専門員による専門

的分野を繋ぐマネジメント力が求められると考える。介護予防・重度化防止の 

強化が進む中、今後、重要な役割を持つ介護支援専門員の質の向上にどのように

取り組んでいくか見解を伺う。 

 


